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テラヘルツ(THz)時間領域分光法で液体の物性を計測するときには一般的に窓付の液体セルが

用いられる。このような場合、解析を簡便にするために厚い窓を用いて窓内部における多重反射

の影響を排除している。厚い窓の損失を考慮すると低損失な窓材を用いる必要があり、価格と入

手性から一般的には高抵抗シリコンが使用される。一方、内部の気泡の有無を確認したり外部か

ら励起光等を照射したりする場合などには透明な窓材を用いる必要がある。光学領域と THz領域

の双方で低損失な材料は安価でないため、透過損失の観点から損失を持つ薄い窓材を用いること

になる。この場合、窓内部の多重反射を考慮すると 2 枚の窓を含んだ解析関数を使用しなければ

ならない。通常はトランスファマトリックス法や反射干渉による多重散乱を計算する方法により、

シミュレーション的に多層構造の透過率が求められているが、計算過程を纏めて物性解析するた

めの透過関数を求めた報告は少ない。そこで、本研究では五つの異なる屈折率を持つ領域(図１参

照)を透過する電磁波の透過関数として、境界条件を定め Maxwell方程式を解くことによって厳密

解析解を求める。更に液体セルを用いて蒸留水を実測し、その誘電率決定を試みる。 

直径 10 mmの THz 波平行光系を持つ THz時間領域分光器を用いて溶融石英製の液体セル中に

封入した蒸留水の測定を行った。液体セルの窓が持つ厚さは～1.2 mmであり、サンプル部の厚さ

は 0.25 mmである。窓も含めた液体セルの解析関数とその導関数を求め、ニュートン法によるフ

ィッティングを行い蒸留水の複素誘電率を求めた。図２に求められた蒸留水の複素誘電率を示す。

標準的な水の誘電率スペクトルを示している。講演に於いては解析解の導出過程と得られた関数

の詳細を報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

図１．五つの異なる屈折率を持つ解析モデル    図２．求められた蒸留水の複素誘電率 
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